






多能性幹細胞

多分化能 あり   あり
拒絶反応（他家細胞） なし   あり
腫瘍化リスク ⾮常に低い ⾼い
費⽤ ⽐較的安い ⾼い
準備期間 短い ⻑い



東欧諸国は幹細胞の研究開発において
の⽼舗であり、最も早くから着⼿して
いた地域になります。注⽬されている
他家BMMSCは、対GVHD⽤薬としても
使われています。JCRファーマーから出
されているテムセルが⽇本でも有名で
す。





種 類 特 徴 課 題

⾃家細胞

他家細胞

ドナーと患者は
同じ⼈

ドナーと患者は
異なる⼈

本⼈の細胞のため拒絶反応がない

・患者本⼈から摂取しにくい細胞の活⽤が可能
・⼤量⽣産により、品質管理、コスト⾯で有利
・若く健康なドナーを選定で治療効果をより⾼めれる

・本⼈の細胞のため予め製造ができない
・年齢によっては細胞⾃体が⽼化していて
治療効果が低下する

・免疫拒絶への対応ができれば有効

⾃分から取得した細胞を「⾃家細胞」といい、他⼈から取得した細胞を「他家細胞」と⾔います。
⾃家細胞は患者様本⼈の細胞を使⽤するため、本⼈の年齢や健康状態にかなり影響を受けます。他家細胞であるZEN細胞®は20代の
特別健康体のドナー由来の細胞を使⽤します。そのため細胞の活性率も⾼く⼤きな効果が期待できると⾔われています。

⾎液型に型があるように幹細胞にもHLAの
型があります。
⼀般的に他家細胞は患者に適合しないと拒
否反応を起こします。

間葉系幹細胞であるZEN細胞®はHLA-DR
が未発現のため拒否反応を起こさず安全に
投与することが可能です。

⾃家細胞

他家細胞



札幌医科⼤学と製薬会社のニプロの共同研究の⾻髄間葉系幹細胞の治療が⽇本の医療保険システムに参集することが承認される

（課題点）

・受傷後１ヶ⽉以内の⼈しか施術が受けれない ・脊髄損傷以外の病気を持っている⼈は受けることができない

・年間100⼈ほどしか細胞を培養できない。  ・治療費が⽐較的⾼い

⽇本国内では、造⾎幹細胞移植後の急性移植⽚対宿主病（graft-versus-host disease︓GVHD）を適応とする再⽣医療等製品
として、2015年に他家⾻髄間葉系幹細胞（テムセル®HS注，JCRファーマ株式会社）が製造販売承認された。

急性GVHDを適応とするテムセル®の価格は1バッグ約87万円である。
⼩児（36 kg以下）であれば1回1バッグ、成⼈（36 kg超）であれば1回2バッグを使⽤する。
添付⽂書の⽤法⽤量に従えば8回投与するためコストは⼩児で約700万円、成⼈で約1,400万円となる．

⽇本の再⽣医療現場の現状

⾻髄間葉系幹細胞を使った治療の現状

薬価︓1,495万円（原価︓約3,000万円）

2018年には，外傷性脊髄損傷に対する再⽣医療等製品として、⾃家⾻髄間葉系幹細胞（ステミラック®注、ニプロ株式会社）
が製造販売承認された。このように、間葉系幹細胞を⽤いた細胞治療は、夢物語ではなく、⽇常診療として実⽤化されている。

間葉系幹細胞（MSC: Mesenchymal Stem Cell）は組織再⽣や免疫調整等の作⽤を有し、様々な疾患への臨床応⽤が試みられ
ている。

【他家⾻髄間葉系幹細胞】

【⾃家⾻髄間葉系幹細胞】



（原価︓約3,000万円）







東京医科⼤学
https://www.tokyo-med.ac.jp/english/

株式会社State Art
http://stateart.co.jp/

⾻髄間葉系幹細胞上清液 分析及び共同研究先

⾻髄由来幹細胞上清液 取り扱いクリニック

聖⽂堂医院 曽 亮⽂ 院⻑
http://seibundoclinic.jp

取得資格
⽇本抗加齢学会認定医  
⽇本医師会認定産業医 
⽇本医師会認定健康スポーツ医 
ボトックスビスタ認定医 
ジュビダームビスタ認定医

https://jaira.org/

参加学会
⽇本⾎管外科学会正会員 
⽇本美容外科学科正会員 
⽇本⾎⼩板治療学会正会員 
⽇本抗加齢学会正会員 
⽇本再⽣医療学会正会員 
⽇中医学協会正会員

⼀般社団法⼈ ⽇本他家幹細胞国際研究会（学会）理事⻑ 

03-6303-0536

https://www.theoria.co.jp/
テオリアサイエンス株式会社

関連学会（現在100名のドクターが在籍しています。2025年までに300名ほどになる予定です）

https://iscra.or.jp/

•⼀つ⼀つ⼤切に症例を積み上げ、そこから謙虚に学び次の治療につなげます。
•臨床と学術がタッグを組み、病態および治療機序を解明し新たな治療法を開発します。
•世界中のドクターの知識を集結します。

各分野に優れたドクターと幹細胞および幹細胞培養上清液
の⾒識を⾼めるため最新の情報をタイムリーに共有するこ
とを⽬指しています。

国際幹細胞臨床研究会は、幹細胞医療等の基礎研究とその実⽤化を推進し、知識の探求、育成を図る
と共に医学、医療に貢献することを⽬的とし、以下に取り組みます。


